
藤枝市長　北村正平　様

平成３１年度の予算編成に向けて

提　言　書

藤 枝 市 議 会



はじめに 

 

藤枝市は、「第５次藤枝市総合計画・後期計画」の真に「選ばれるまち」から、

「選ばれ続けるまち」へと、経営基盤の安定や財政強化を図ってきました。 

また、「４Ｋ施策」のさらなる質の向上、ＩＣＴを活用した人材育成や地元産業

の成長支援をはじめ、働く場所の確保等、本市独自の施策を推進してきたことは、

大いに評価するところであります。 

しかし、今後は、少子高齢化の影響を受け、社会保障費の増加や公共施設の長

寿命化対策など課題が多く、行政サービスを含め、取り巻く環境は、より厳しい

状況が続くと思われます。 

このような中、第５次総合計画後期計画及び地方創生総合戦略などの着実な実

施により、限りある財源を効果的に活用し「元気なまち藤枝」、真に「選ばれ続け

るまち藤枝」の、より一層の推進を求めるものであります。 

つきましては、決算特別委員会での審査や各常任委員会での所管事務調査、重

点戦略事業等における審査を行うなかで、協議検討を行い、今後の施策推進の一

端に資することを願い「提言」といたします。 

 

 

                       平成３０年１０月２６日 

                       藤  枝  市  議  会 



1 【新規】 戦略的土地利用推進事業費 1

2 【推進】 蓮華寺池公園の整備 1

3 【拡充】 交通安全日本一の推進 1

4 【推進】 しずおか中部連携中枢都市圏事業 1

5 【新規】 鳥獣被害対策実施隊事業費 1

２．その他

1 「公文書の作成方法や管理等の周知徹底」 2

2 「行財政の運営」 2

3 「危機管理」 2

4 「藤枝の新たな拠点づくりの推進」 2

5 「サッカーのまち藤枝の推進」 2

6 「迷惑・悪質電話防止装置設置事業」 2

7 「文化芸術活動」 2

8 「教育日本一を目指して」 2

9 「認知症対策について」 3

10 「藤美園について」 3

11 「不妊症・不育症治療について」 3

12 「敬老の日事業について」 3

13 「高齢者の移動手段支援について」 3

14 「病児・病後児保育事業について」 3

15 「病院患者給食業務の円滑な運営について」 3

16 「病院駐車場の安定確保・病院周辺の渋滞解消について」 3

17 「病院ふれあいフェスタについて」 3

18 「介護・福祉人材の確保について」 3

19 「中心市街地活性化事業等」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4

20 「家庭系生ゴミ資源化回収事業」 4

21 「高田地区工業団地及び仮宿地区の整備推進」 4

22 「クリーンセンター推進事業」 4
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24 「志太中央幹線整備事業の更なる促進について」 4

25 「中小企業・商店街の振興推進について」 4

１．重点戦略事業

「瀬戸川・朝比奈川・葉梨川等、２級河川及びその支流河川の整備要望について」



◆藤枝の新たな拠点づくりの推進

1 【新規】 戦略的土地利用推進事業費 総務文教委員会

◆交流拠点づくりの推進

2 【推進】 蓮華寺池公園の整備 建設経済環境委員会

◆交通安全日本一に向けた新たな取り組み

3 【拡充】 交通安全日本一の推進 総務文教委員会

◆広域連携の推進

4 【推進】 しずおか中部連携中枢都市圏事業 総務文教委員会

◆市民活動の輪を拡大

5 【新規】 鳥獣被害対策実施隊事業費 建設経済環境委員会

平成31年度以降に予定されている都市計画可能性調査を、極力早く着手し、地元協議とと
もに、ＪＡおおいがわ等関係団体との調整も並行して実施されたい。

１．重点戦略事業

蓮華寺池公園は、歩行者用の周遊道が整備されているため、障がい者や子ども連れの家族
が多くみられる。こうした方が途中でゆっくりと休んで景色を楽しむ場所の整備を求め
る。

これまでは農作物への被害で済んでいたが、他市町では街中にも出没するケースも多く
なっている。人に危害を加えることもあるため、早期の対策を求める。

しずおか中部連携中枢都市圏事業については、事業のインパクトを強化していくために
も、広域連携による観光事業の拡充を図られたい。

「交通安全日本一」の実現を目指し、ＴＳマークの更なる普及推進や費用助成を検討され
たい。また、高齢者への交通安全教室を全地区に拡げ、交通事故防止に取り組まれたい。
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２．その他

1 「公文書の作成方法や管理等の周知徹底」 総務文教委員会

2 「行財政の運営」 総務文教委員会

3 「危機管理」 総務文教委員会

4 「藤枝の新たな拠点づくりの推進」 総務文教委員会

5 「サッカーのまち藤枝の推進」 総務文教委員会

6 「迷惑・悪質電話防止装置設置事業」 総務文教委員会

7 「文化芸術活動」 総務文教委員会

8 「教育日本一を目指して」 総務文教委員会

市民主体の市民文化祭がさらに盛り上がり、市民の多くが参加できるよう、市と文化協会
の連携をより強く図られたい。また、藤枝市民会館の空調設備については、舞台・客席と
もに適切な温度管理ができるよう、強く求める。

市内の小中学校へのエアコン設備事業については、ＰＴＡに十分に説明するとともに、設
備工事に市内事業者が関われるよう図られたい。また、幼稚園・保育園やこども園に対し
ても調査し、設置補助も検討されたい。

電話勧誘販売や詐欺等の被害は、全国的に巧妙化しており、消費生活相談件数も増加傾向
にある。防止対策は喫緊の課題であり、迷惑・悪質電話防止装置の設置条件等を含め、さ
らなる対策を求める。

国の「行政文書の管理に関するガイドライン」を、職員に徹底するよう、改善を求める。

健全な行財政運営へ向け、必要な職員数を確保するとともに、市債残高を縮減する財政運
営をさらに進めるよう努められたい。

南海トラフ巨大地震や、全国的に頻発する風水害・土砂災害等に対しては、危機管理セン
ターが中心となり、これまでの基準・計画を再検討されたい。また、家具転倒防止など各
事業の拡充を図り、ＤＶＤなど動画化し、市民への啓発に努められたい。

東名スマートインターチェンジ周辺の開発については、大型商業施設が焼津市で検討され
ている。藤枝市の中小企業等の商店街の経営に大きな影響を及ぼすことから、隣接市とし
て、情報交換のための協議会などの機会を通して、協議されたい。

「サッカーのまち藤枝」のさらなる発展のため、国内外で活躍するプレーヤーを輩出すべ
く環境づくりを積極的に推進されたい。また、各種競技場における選手控室等の設備の充
実を図られたい。
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9 「認知症対策について」 健康福祉委員会

10 「藤美園について」 健康福祉委員会

11 「不妊症・不育症治療について」 健康福祉委員会

12 「敬老の日事業について」 健康福祉委員会

13 「高齢者の移動手段支援について」 健康福祉委員会

14 「病児・病後児保育事業について」 健康福祉委員会

15 「病院患者給食業務の円滑な運営について」 健康福祉委員会

16 「病院駐車場の安定確保・病院周辺の渋滞解消について」 健康福祉委員会

17 「病院ふれあいフェスタについて」 健康福祉委員会

18 「介護・福祉人材の確保について」 健康福祉委員会

病院患者給食について、委託移行期間も半年以上経過しているため、給食事業の円滑な体
制確保、食材の安全管理と適正な調理に努められ、安定なる運営を図られたい。

病院駐車場の安定確保は急務である。しかしながら、具体的な対策がなされていない。ま
た、病院周辺道路の渋滞解消も同様である。今後、公共交通（バス）の増便等も含め、
様々な角度から検討されたい。

イベントだけで終わることなく、地域における市立総合病院の在り方、市民への啓発を盛
り込んだフェスタの実施と認知度向上への努力をされたい。

介護・福祉人材、とくに発達支援にかかわる専門資格を有している人材の確保を図り、定
着できる工夫を求める。

基金財源も枯渇する予定であることから、抜本的な見直しを求める。

早期発見に努め、認知症になってもその人らしく生活するための選択肢の確保のため、地
域における支援体制等、多面的かつ計画的な事業の拡大を図られたい。

高齢者や免許証自主返納者の移動を支援する新たな研究組織がスタートしたが、早期にモ
デル地区を選定し、実現・実用化に向けた取り組みを推進されたい。

子育て世帯が安心して働くことができるよう、事業のＰＲ強化を図られたい。また、事業
の実施場所については、シルバー人材センターではなく、幼稚園や保育所内の設置を図ら
れたい。また、設置にあたっては、地域間のバランスも考慮されたい。

老朽化が著しく、ユニバーサルデザイン面からも問題があり、高齢者施設として重要であ
るため、建て替えを求める。

対象者への啓発をさらにすすめ、助成制度のさらなる拡充を図られたい。
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19 「中心市街地活性化事業等」　　　　　　　　　　　　　　　　　建設経済環境委員会

20 「家庭系生ゴミ資源化回収事業」 建設経済環境委員会

21 「高田地区工業団地及び仮宿地区の整備推進」 建設経済環境委員会

22 「クリーンセンター推進事業」 建設経済環境委員会

23 「瀬戸川・朝比奈川・葉梨川等、２級河川及びその支流河川の整備要望について」建設経済環境委員会

24 「志太中央幹線整備事業の更なる促進について」 建設経済環境委員会

25 「中小企業・商店街の振興推進について」 建設経済環境委員会

地元産業ＩＣＴ導入促進事業を推進し、生産性の向上や人材不足の解消支援などで、中小
企業を支えることを求める。また、商店街・個店の継続と強化についても、流通の変化に
応じた支援をすることで、対面での買い物、商店街・個店で逸品を手に入れることの魅力
を高めることを求める。

駅前一丁目８街区再開発事業に続く、６街区の再開発によって予想される経済効果は、定
住人口・来訪人口拡大に大きく寄与すると考えられるため、市の指導・バックアップを求
める。また、文化センター・市民体育館等の、駐車場不足と老朽化への対策を求める。さ
らに、景観的・災害対策的観点から、駅北口・南口道路の無電柱化も早期の対応を求め
る。

臭気対策の徹底を第一に、地区間に不公平が生じない事業となるよう検討することを求め
る。

高田地区の整備と同時に、仮宿地区の土地利用変更・道水路整備を検討し、早急に具体的
な整備計画を策定することを求める。

クリーンセンターについて、再生可能エネルギー・発電拠点施設としての整備推進を求め
る。

現在、全国各地で発生している大規模水害の実態を鑑み、国・県に対して整備要望をして
いる２級河川の整備速度をより早める要望活動をさらに活性化することを求める。また、
それ以外の中小河川についても水防の総点検を求める。

南部地区において、東名スマートインターチェンジの利用拡大によって、市道に大きな渋
滞が常態化している。国・県への要望活動を活性化させ、早期に瀬戸川新橋の架橋までの
路線整備を強く求める。
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